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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

区有財産・特別区債の概況

(1) 区有財産現在高

区が保有している

土地や建物などの財

産は、右表のとおり

です。

(2) 基金と区債の現在高

基金とは区の「預貯金」を、区債とは区の「借金」を表します。こ

れらは、学校改築など一度に多額の財源を必要とする場合や、税

収減などによる財源不足の際に活用します。

区民税負担の状況

区民1人当たりの区民税の負担は下表のとおりです。

平成25年度下半期(平成25年10月〜平成26年3月)の財政状況を
お知らせします。

平成25年度下半期の予算執行状況

平成26年3月までの予算の執行状況は下表のとおりです。

一般会計については、下半期に3回の予算の補正を行いました。

主な内容は下表のとおりです。

支出率(％)支出済額(円)会計区分

82.2143,451,668,643一 般 会 計

87.446,688,408,054国民健康保険会計

(平成26年3月31日現在)

※この表における予算現額等は、1円単位で記載しています。

介 護 保 険 会 計

53,420,000,000

174,564,946,750

予算現額(円)

48,992,037,522

152,311,563,449

収入済額(円)

91.7

87.3

収入率(％)

220,395,395,89889.3233,631,220,895261,556,946,750合 計

97.67,138,568,93496.87,080,439,7777,316,000,000後期高齢者医療会計

88.023,116,750,26796.225,247,180,14726,256,000,000

84.3

不燃化特区推進事業(2,789万円)

公共施設建設基金積立金(76億9,567万円)
67億6,700万円平成26年3月12日第4号

私立保育所整備事業(1億4,024万円)

23億6,300万円平成25年10月23日第2号

補正額区議会定例会可決日補正予算

オリンピック･パラリンピックまちづくり構想策定事業(2,000万円)
2,500万円平成25年10月23日第3号

私立保育所整備事業(7億3,719万円)

主な内容

オリンピック･パラリンピック開催準備事業(500万円)

予防接種事業(5億3,747万円)

区 分

土 地

(平成26年3月31日現在)

1,223,626区民1人当たり

建 物
1,422,711.76㎡

数 量

361,396,509,000

金 額(円)

60.3

構成比(％)

0.84,698,992,000工 作 物
14.083,644,868,03521基金基 金
23.2138,800,174,000875,306.20㎡

1,389,388,673貸 付 金
0.74,391,548,5373,516点物 品
0.74,399,245,392有価証券等

100.0599,277,064,637―合 計

0.1556,339,0006,303本立 木
0.2平成25年度予算現額

1,745億6,495万円

平成24年度からの繰越明許費繰越額 17億695万円

平成25年度当初予算
1,650億6,500万円

→

→
補正(上半期1回＋下半期3回)

77億9,300万円
＋

一
般
会
計

基金(積立金)

112,828円

(平成26年3月31日現在)

294,679円

1世帯当たり

※この表における基金は、積立基金(11基金)を記載しています。

区 債

726億9,787万円

残高

148,437円

区民1人当たり

56,834円278億3,480万円

8,724336,432比較増減

平成26年3月31日現在

平成25年3月31日現在 42,376,969

42,713,401

区民税調定額
(千円)

481,031

489,755

人口(人)

88,096

87,214

△882

1人当たり
負担額(円)

平成25年度一般会計最終予算を1万
円に換算して目的別に表したものです。

平成25年度予算の使い道
(1万円換算)

52円

(民生費) (議会費)

議会運営に

770円

(その他)

956円

国民健康保険
の資金などに

福祉や
子育てに

1,481円1,863円4,078円

(公債費)

区債の償還に

78円

(総務費)

防災対策や
地域振興に

(産業経済費)

商工業・
観光振興に

(教育費)

学校教育や
図書館に

(衛生費)

健康増進や環境
対策・清掃に

578円

(土木費)

道路・公園、
まちづくりに

144円
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